














cooperation) の重要性を認め､ その制度化をすすめてきた｡ また､ EU
の域内地域と域外地域を結び付けて､ EUの周辺に ｢友情のリング















されてきたが､ 1980年代に機能主義による統合論は後退し､ 近年､ ガバ
ナンスという観点から議論がされるようになった｡ すなわちEUのガバ
ナンスは､ ｢マルチレベル・ガバナンス｣ であるとして､ アクターの多
様性という垂直方向のガバナンスとともに､ 地域を横断する水平方向の
多様性のガバナンスの総体であるという議論がなされてきた｡ そのガ




















, Rowman & Littlefield Publishsers, Oxford 2001. 日本におけ
る議論は､ 柑本英雄 ｢欧州地域空間再編成の検証：バルト海地域グランドデザ
インVASAB2010のケース｣ 中村信吾・多賀秀敏・柑本英雄編著 『サブリージョ
ンから読み解くEU・東アジア共同体』 弘前大学出版会､ 2006年｡ 柑本の議論








とになった｡ この国境管理の強化は ｢EUの要塞化｣ として非難されて









ち ｢人の移動｣ の管理によるEU市民と非EU市民との分断は､ EUの域
内外の統合を謳ってきた越境地域協力にどのような影響を及ぼすのであ
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ることによって､ ｢EU市民｣ の虚構性を批判する｡ これに対して国境
管理をヨーロッパの安全保障との関連において議論するBigoやRens




では､ アムステルダム条約によって ｢自由・安全・正義の領域 (Area











 岡部みどり ｢人の移動をめぐる共同国境管理体系とEU｣ 木畑洋一編 『ヨー







ている｡ 中坂恵美子 『難民問題と 『連帯』 ：EUのダブリン・システムと地域
保護プログラム』 東信堂､ 2010年｡
 Rens van Musterは､ これをnegative solidarityと呼んでいる｡ Rens van
Muster, ., pp.123-124.





















められる契約労働者 ｢ガストアルバイター｣ であり､ 定住を認められて

























諸国からの移民が急増した｡ これら ｢難民｣ の多くは､ 社会主義政権
下での政治的な抑圧をその理由としていたが､ 事実上は社会主義政権末
期から政権崩壊後にかけての国内の経済的な混乱から移動を試みた ｢経











 1992年､ ドイツで難民申請を行ったのは44万人､ 1993年１月から５月までに
193000人に達している｡ Kazu Takahashi, 'Political Reorganization and
Regional Cooperation in 'East Europe,' in Mikiko Iwasaki(ed.), 
	






























 Max Friedrich Steinhardt, ' The Dimensions and Effects of EU Labour
Migration in Germany, ' in Be´la Galgo´czi, Janine Leschkce, Andrew





人口が増えたのは､ イギリス､ アイルランド､ スウェーデンに加えて､
スペイン､ イタリア､ オーストリア､ チェコ､ ハンガリー､ スロヴァキ
















 ポーランドでは､ イギリス､ アイルランド､ スウェーデンへの移民は､ EU
加盟前は12.1％であったが､ 加盟後には42.4％と急増している｡ 他方､ ドイツ
への移民は､ EU加盟前には32.1％であったが､ 加盟後は18.9％と減少してお
り､ 人の移動は労働市場が開放されている国へシフトしていったことがわかる｡
Agnieszka Fihel and Marek Oko´lski, 'Dimensions and Effects of Labour




Population by Citizenship-Foreigners-[tps00157] Eurostat Last update
25.10.2010, http://epp.euroatat.ec.europe.eu/tgm/printTable.do?tab=table
&plugin=1&language=en...2010/10/27
 M. F. Steinhardt, op.cit., p.123.
年金や失業保険を受給する対象とならないという条件が課されているた























 Ewald Walterskirchen, ' The Demensions and Effects of EU Labour






シェンゲン条約は､ 1985年にドイツ､ フランス､ オランダ､ ベルギー､
ルクセンブルグの５ヵ国が締結した協定である｡ この協定の目的は､ E
C域内における市場統合のために､ 国境管理を軽減しようとするもので














においてである｡ すなわち､ このシェンゲン条約によって､ それまで異







 Rens van Munster, , p.21.






結果､ 多くの ｢難民｣ が西側諸国に流出し､ 西側諸国はこの対応に追わ
れたという状況がある｡ とりわけドイツでは､ 東欧諸国からの ｢難民｣





後､ ｢難民｣ というカテゴリーは見直され､ 東欧諸国からの人の移動は
｢経済難民｣ として難民申請の対象とならず､ 制限されることになった｡
すなわち､ ECは､ 正式の旅券を持たず ｢安全な第三国｣ からECへ入
国した ｢難民｣ については､ 入国を認めない方針を示す一方､ ｢安全な
第三国｣ に対して国境管理の厳格化を要求した｡ 社会主義体制の崩壊に




策転換によって､ 東欧諸国は難民の ｢緩衝地域｣ となり､ 国内では体制
転換期の混乱に拍車をかけることになった｡ しかし､ ECへの加盟の条













い領域の創設｣ とともに ｢域外国境管理､ 庇護､ 移民ならびに犯罪の予
防および犯罪との闘いに関する適切な処置と連携しつつ､ 人の自由移動
が確保される､ 自由､ 安全および正義の領域としての連合を維持発展さ






もたらした｡ まず､ マーストリヒト条約では､ 共通外交安全保障政策










































 アムステルダム条約のうち欧州共同体設立条約 第Ⅳ編 査証 (ビザ)､ 亡
命､ 移民および人の移動の自由に関するその他の政策､ 第61条 (旧73i状) お























and Home Affairs)を掲げ､ ｢自由・安全・正義の領域を確立するため
に､ 犯罪､ テロ､ 不法移民のような ｢脅威｣ に対してEU市民を守る｣
と規定されている｡ マーストリヒト条約では自由・安全・正義の領域を


















た｡ しかし､ JHAの領域に移されたことによって､ 国内における人の
移動の管理にEUとして関与することが了解されたことになる｡ 人の移
動は､ 単なる出入国審査ではなく､ EU域内の秩序維持を目的とする管
理となり､ 理事会は ｢連合内の犯罪を防止し､ これと闘うことによる高
水準の安全を目的とした､ 刑事問題での警察及び司法協力分野における



























(SIS) は､ 各国が国境管理と税関の手続きに責任をもち､ 不法入国者
に対してそれぞれの国家の権限のなかで取り締まりを行うと同時に､
EU域外からの入国者の情報を一元的に管理するものである｡ 対象とな
る情報の項目は､ (a)姓名､ 偽名がある場合には別に記載､ (b)客観的
でパーマネントな特徴､ (c)二番目の名前の頭文字､ (d)誕生日および出
生地､ (e)性別､ (f)国籍､ (g)関係する人物が武装しているかどうか､
(h)関係する人物が暴力的かどうか､ (i)報告の理由､ (j)取られた措置
の10項目である｡ これらの情報はSISⅡデータベースとして共有され







 イギリス､ アイルランド､ デンマークなど旧加盟国にはシェンゲン条約にか
かわる内容についてはオプト・アウトが認められている｡






European Agency for the Management of Operational Cooperation
at the External Borders of the Member States of the European
















 Council Regulation(EC)No871/2004 of 29 April 2004 concerning the
Introduction of some new functions for the Schengen Information
System, in particular in the fight against terrorism, Council Decision
2005/211/JHA of 24 February 2005 concerning the introduction of some
new functions for the Schengen Information System, in particular in
the fight against terrorism, http://europa.eu/scudplus/leg/en/lvb/1331
98.htm 2009/06/01
 Council Regulation (EC)No2007/2004 of 26 October 2004 establishing
a European Agency for the Management of Operational Cooperation a
t the External Borders of the Member States of European Union, http:
//europa.eu/scadplus/en/lvb/133216.htm 2009/06/01
た｡
このようにして､ EUは､ ビザ管理システムであるVIS, 情報管理シス
テムであるSISⅡとFrontexの三つのシステムをセットとして国境管理
を強化した｡ この国境管理を強化した目的は､ ｢特にテロリズムとの闘





















 Reinforcing the management of the EU's southern marintime borders,
http://europa.eu/scadplus/leg/en/lvb/114541.htm 2009/06/01
 EUは､ こうした警備活動は､ 不法移民を防止するだけでなく､ 難民を保護
し､ 共同で監視活動を行うことによって近隣諸国との対話を促進するとそのメ
リットを強調する｡ Ibid.

























 EUのビザは６種類あり､ エアポート・トランジット､ トランジット､ 短期




 Communication from the Commission to the Council and the European
Parliament: Wider Europe - Neighbourhood: A New Framework for
Relations with our Eastern and Southern Neighbours, Brussels, 11.3.
2003. COM(2003)104 final.










ものであり､ 越境地域協力 (CBC) などの地域協力の制度化を進める
ことによって､ EUの域内外の格差を是正し､ 繁栄を共有するパートナー
シップの確立することを目的としていた｡ とりわけ､ CBCに関しては､
European Neibhbourhood & Partnership Instrument, Cross-Border
Cooperation Strategy Paper 2007-2013 Indicative Programme 2007-












 橋和 ｢地域協力の変容とEUの近隣諸国政策｣ 多賀秀敏編 『EUサブリージョ
ンと東アジア共同体――地域ガバナンス間の国際連携モデル』 (研究報告書)
2009年3月｡
 越境地域協力については､ 橋和・秋葉まり子 『EU統合の流れの中で東欧
はどう変わったか：政治と経済のミクロ分析』 弘前大学出版会､ 2010年｡
界線を横断する地域間で近接性がある場合にはチャレンジと機会を提供



























 Regulation(EC)No1931/2006 of the European Parliament and of the
Council of 20.December 2006 Laying down rules on local border traffic
at the external land borders of the Member States and amending the
































 Ibid., ChapterⅢ, Article7.3.
 Ibid., ChapterⅢ, Article11














イナ､ ベラルーシ､ ロシアの市民については､ 選別的な配慮を行ってい
る｡ すなわち､ これらの市民に対しては､ 労働許可証の発効のための複
雑な手続きを免除し､ １年間に６ヶ月以内であれば労働許可を取らずに
働くことができるという特例を設けている｡ また､ 2007年９月には
｢ポーランド人カード (Karta Polaka)｣ を導入し､ アルメニア､ アゼ







 たとえば難民の受け入れについても､ 負担の問題が議論されており､ 難民の
希望する国が数カ国に偏っているという観点から受け入れの少ない国は経済的
な費用の負担を行うという政策をとりつつある｡
 Robert Szewczk and Joanna Unterschu¨tz, ' Labour Emigration:
Government and Social Partner Policies in Poland,' in EU Labour
Migration since Enlargemanet, op. cit., p.214. ポーランドは､ 難民､ ポー
ランド市民の家族､ 国際的な軍隊の教員や軍人 (NATOやPKO部隊など) に
対しても労働許可を免除している｡
キルギスタン､ リトアニア､ モルドヴァ､ ロシア､ タジキスタン､ トル













































EU市民であって､ EU域外に住む人にとって負担は増える｡ さらに､ 共
通ビザ制度は､ それまで密接な関係を築いてきた隣国との関係を切り崩









 Gabriel Popescu(2006), `Geopolitics of Scale and Cross-Border Cooperation
in Eastern Europe: The Case of the Romanian-Ukrainian-Moldovan












していた地域で開始され､ 冷戦によって分断された ｢地域｣ を復活させ
たいという市民の願いが込められていた｡ したがって､ CBCは地域に
















提である｡ またSIS､ VIS, Frontexという国境管理のツールは国境線に
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(
七
七)
位置する地域にとって､ ローカルな機関がEUレベルの対応の責任を担
わされるというだけでなく､ 入国審査をめぐる対立の現場にもなり､ 地
域は再び対立の場へと引き戻される危険性を孕んでいる｡
EUの国境管理が､ シェンゲン条約の変遷のなかで､ 安全保障の領域
として位置づけられる時､ 越境地域協力は､ 人の移動の管理が地域にお
けるあらたなフラグメンテーションとなることを避けるための別のスケー
ルを必要としている｡
	
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七
六)
